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研究成果の概要（和文）：日本におけるコーポレート・レピュテーション研究について，世界の 

研究水準に近づけることができた。加えて，管理会計という立場からコーポレート・レピュ 

テーションの研究を完成させたことは，この研究の独創性を加えた。さらに，違った独自の 

研究という意味では，企業価を株主価値とするのではなく，経済価値，社会価値，組織価値

という視点から理論体系を構築した。最終的には，日本のコーポレート・レピュテーション

のグランド・デザインを描くことができた。 

 

研究成果の概要（英文）：The research of corporate reputation has been developed to the  
level of Western academic one. In addition, the research was original because its  
research was conducted within the field of internal or management accounting.  
Furthermore, his research has unique characteristics in that corporate value means not  
only economic but also social and organizational value. Lastly, as a pioneer of 
corporate reputation in Japan, the research could draw a grand design for future 
research. 
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１．研究開始当初の背景 

インタンジブルズは現在，企業価値を創造
する重要な役割を果たしている。それにもか
かわらず，日本ではインタンジブルズの研究
が遅々として進捗していなかった。財務会計
ではインタンジブルズの研究が一歩進み始
めている。しかし，管理会計では，全くこの

問題は放置されているにすぎない。とりわけ，
企業の評判（コーポレート・レピュテーショ
ン）に関する研究が全くなされていなかった。
日本におけるコーポレート・レピュテーショ
ンの研究を行うことが喫緊の課題であった。 

コーポレート・レピュテーションの研究は，
日本では会計学だけでなく，マーケティング，
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コミュニケーション，経営学など関連した学
問領域でも本格的な研究がほとんどなされ
ていない。にも拘わらず，レピュテーショ
ン・リスクの問題やＣＳＲなどとの関連で，
レピュテーション研究の必要性は日増しに
高まってきたという背景がある。 

いま１つ，どうしても研究したい問題があ
った。それは企業価値に関するものである。
欧米の文献では，企業価値というと，株価，
利益，将来キャッシュ・フローの現在価値と
いったように，株主価値が中心として描かれ
ている。日本の研究者の多くもその見解に追
従しているかに見える。しかし，企業の価値
は株主のための経済価値だけでなく，社会価
値や組織価値をも含むのではなかろうか，と
いった疑問である。 
 
 
２．研究の目的 
 コーポレート・レピュテーションの研究を
世界水準にまで引き上げ，加えて日本の経営
者のレピュテーションへの認識をしっかり
と持ってもらうことを主要な目的とした。こ
の研究を通じて，日本企業が世界から賞賛さ
れるようになることを終極の目的とした。 
 幸いにして，この 4年間で，世界の主要な
研究者との交流が進み，日本におけるコーポ
レート・レピュテーションを世界的なレベル
まで引き上げることができたと思っている。 
 
 
３．研究の方法 
 文献研究，ケース・スタディ，アンケート
調査を中心として研究を遂行した。初年度は
文献研究，次いで，アンケート調査とケー
ス・スタディを強めていった。 
 日本会計研究学会のスタディ・グループで
の研究（インタンジブルズの管理会計研究），
会社訪問，各種の研究会とタイアップさせて，
研究を推進させていったことの成果も大き
かったように思われる。 
 ただ１つ残念であったのは，実証研究を 4
年間の期間中に始めることができなかった
ことである。そこで，2011 年度には，9月に
久留米大学で行われる日本会計研究学会で，
専修大学の伊藤教授他とともに，実証研究の
結果を報告する。 
 
 
４．研究成果 
 過去年間に得られた研究成果は，次のとお
りである。 
(1) この 4年間の研究によって，世界レベル
のコーポレート・レピュテーションの水準に
完全にキャッチアップできた。もちろん，研
究費を頂く前の過去 5年間の蓄積も大きかっ
たが，科研費で行った研究はこの成果達成に

大いに役立った。 
(2) 世界レベルの研究にキャッチアップす
るだけでなく，日本独自の研究が大きく進展
した。つまり，コーポレート・レピュテーシ
ョンをただ単に，PR や IR といったコミュニ
ケーションの局面に限定で終わらすことな
く，管理会計という内的な問題として取り上
げ，新しい意味でのコーポレート・レピュテ
ーション論を構築できたことは，研究の独自
性といった点から評価できるのではないか
と思われる。 
(3) 研究はただ単に文献研究だけでなく，日
本の企業を訪問して多くの実態に基づく研
究を行うことができた。 
(4) 科研費が与えられたので，世界の研究者
と交流を深め，世界の一流の研究者とのディ
スカッションの場が得られた。 
(5) 企業価値の本質を究めることができた。
欧米では，企業価値というと，株価，利益，
将来キャッシュ・フローと現在価値である。
これらは株主価値と強く関連している。欧米
のように，企業の目的が株主価値の増大であ
ると解する限り，企業価値＝株主価値と解す
るのも間違いではない。しかし，日本の経営
者は，企業をもって株主の富の増大だけを考
えていない。多くの日本の経営者は株主だけ
でなくステークホルダーを重視する。ステー
クホルダー資本主義の国であるといえる。日
本の経営者は経済価値だけでなく，社会貢献
や環境保全などを含む社会価値，社員教育に
よる従業員のスキルや能力のアップ，従業員
の熱意，リーダーシップ，ネットワークなど
からなる組織価値をも総合的に勘案して経
営を行っていることが明らかになった。以上
から，企業価値は経済価値，社会価値，組織
価値からなるとする理論体系を構築した。 
(6) 以上，コーポレート・レピュテーション
のグランド・デザインを描くことができた。 
 以上のような研究成果が得られているが，
まだ足りないものもある。それは実証研究の
裏づけである。その面での研究はこの研究成
果を記述している現時点で推し進めており，
その成果は 2011 年 9 月に久留米大学で行わ
れる日本会計研究学会の場で発表する予定
である。 
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